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お口の健康は全身の健康とつながっている 
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歯周病とは？  

私たちのお口の中にはたくさんの種類の細菌が

住んでいます。毎日の歯みがきが不十分です

と、これらの細菌が歯の表面や歯と歯ぐきの境

目に付着してプラーク(歯垢
し こ う

)を作ります。この

プラーク 1 ㎎の中には 1 億個もの細菌(歯
し

周
しゅう

病原
びょうげん

菌
きん

) が住み着いていると言われています。

歯周病原菌は時間とともにどんどん増殖し、

歯と歯ぐきのすきまから侵入して歯ぐきに炎症

を起こし、歯ぐきが腫れたり出血しやすくなった

りします。進行すると歯と歯ぐきのすきまが深く

なる歯周ポケットができ、プラークはその中にも

付着します。歯周ポケットの中は歯周病原菌

が繁殖しやすい環境(酸素が少ない場所 で

あるため、ますます増殖して炎症はさらに進

み、歯を支える骨(歯槽
し そ う

骨
こ つ

) を溶かしていきま

す。そのため、歯がグラグラしてきたり、抜け落 

 

ちてしまこともあるのです。このような症状を起こす

病気を歯周病といいます。プラークは取り除かな

いと唾液に含まれるカルシウムやリン酸と結合して

石灰化し歯石
し せ き

に変化します。これは歯みがきだけ

では取り除くことができません。この歯石の中や周

囲にもプラークは付着し歯周病原菌が入り込み

さらに歯周病を悪化させていきます。 

歯周病はむし歯と違って初期の段階では痛み

が出ないことが多いため、気づかないうちに進

行してしまいます。むし歯は細菌の出す酸によ

って歯が溶かされて穴が開く病気ですが、歯周

病は歯そのものに問題はないのに、歯を支える

歯ぐきや骨に炎症が起こり、最悪、健康な歯

を失うこともあるのです。 

歯周治療の流れ 

 

 
歯周病の検査 

歯周病は初期の段階では自覚症状がほとん

ど出ません。歯周病を早期に見つけるためには

歯科医院で検査を受ける必要があります。 

●歯周ポケットの深さを測る：歯と歯ぐきの

すきまの深さは、健康な歯ぐきでは 1～2 ㎜程

度。深くなるほど歯周病が進行していると考え

られ、重症な歯ぐきでは 10 ㎜を超える場合も

ある。 

●歯槽
し そ う

骨
こ つ

を調べる：レントゲン写真で歯を支

えている歯槽骨の高さや溶けた範囲などを正

確に知ることができる。 

●プラークの付着状況を見る：染色液でプ

ラークを染め出し、どこにプラークが付着してい

るか確認して記録する。プラークのつかないよう

な口内環境を整えていくことが大切。 

このほかに、歯ぐきからの出血程度(出血指

数)や歯の揺れ具合(動揺度)を調べることも

あります。 

歯周病の治療を始めるには、まず精密な検査を行い、歯ぐきや歯槽
し そ う

骨
こ つ

)の状態、歯周病を悪化さ

せる要因があるかなどを分析し症状に応じた治療計画をたてます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれのステップで歯ぐきの検査を行い、歯周組織が改善されているかチェックします。改善され

ていなければ再度歯みがきの指導を行い歯周ポケットの深さが浅い状態(2～3 ㎜ を維持できる

ようになったらメインテナンスに移行します。 

歯 周 精 密 検 査 

 

軽度の歯周病        ) )中等度の歯周病       ) ) ) )重度の歯周病 

 

歯みがき・全体的な歯石除去・その他（抜歯・むし歯治療・咬み合わせの調整など） 

 

                          )歯ぐきの中の歯石除去 

 

歯周外科 

 

メ イ ン テ ナ ン ス 

健康な歯ぐき 

 

深さは 2 ㎜程度まで 

歯ぐきはピンク色で 

引き締まっている 

 

歯をしっかりと支える 

歯槽骨 

歯周病の歯ぐき 

 

プラークや歯石が付着している 

歯ぐきに炎症が起こり 

歯周ポケットができている 

 

歯槽骨は溶けて 

デコボコになり 

歯を支えられなくなる 



歯周基本治療 

歯周病の原因であるプラークや歯石を取り除

く治療で、この 2 つがセットで行われます。 

●セルフ・ケア(歯みがき ：患者自身が行う 

●プロフェッショナル・ケア：歯科医院で行う 

軽度の歯肉炎から重度の歯周病まで共通し

た治療で、歯周病の進行に関わらず初めに

行われます。 

●歯みがき指導：正しい歯

みがき(歯ブラシのほかにデン

タルフロスや歯間ブラシで歯と

歯の間も清掃)でプラークを

除去すれば歯ぐきの炎症も少なくなり、腫れ

て出血している歯ぐきも引き締まってくる。 

●歯科医院で歯石除去：歯ぐきのブヨブヨし

た腫れが治まってくると、歯ぐきの中の歯石も

見えやすくなる。器械や器具を使って歯や歯

根の表面の歯石を除去すると、歯石の内部

や周囲に付着している歯周病原菌が減り、さ

らに歯ぐきが引き締まってくる。 

●修復物や咬み合わせのチェック：プラーク

が付きにくく、歯みがきしやすい口内環境にす

るため、むし歯の治療、合わない修復物など

のやり直しを行う。また、歯周病の進行によっ

ては歯がグラグラしている場合があるので、 

咬み合わせの調整を行い、バランスや他の歯への

影響を考慮して抜歯することもある。 

歯周外科治療 

歯周基本治療を行っても深い歯周ポケットが残っ

ている場合、歯周外科治療を行うことがあります。

歯ブラシが届かない深い歯周ポケットを残したまま

にすると、いくら基本治療でプラークや歯石を除去

しても、治療後、清掃が行き届かず歯周病原菌

はあっという間に増殖して歯周病を再発させてしま

います。歯周外科治療では歯ぐきを切開して深い

場所の歯石を除去したり、溶けてデコボコになった

歯槽骨の形を整えたりします。そうすることで歯周

ポケットを減らし清掃しやすい口内環境にすること

ができます。 

メインテナンス 

歯周治療を受けると

歯周病原菌が減っ

て、歯ぐきは良好な

状態になります。この

状態を維持するためには、毎日の正しい歯みがき

と歯科医院による定期的なメインテナンス(口内

環境のチェックと清掃 を受けることが重要です。 

プラークは毎日の正しい歯みがきでほとんど除去で

きますが、深い歯周ポケットの中や歯並びの悪い 

所、奥歯の歯と歯ぐきの境目などは清掃が行

き届かずプラークが残ってしまいます。残念なが

ら、治療が終わったからと言って、歯周病で溶

けてしまった歯槽骨は元に戻ることはありません

し、歯みがきやメインテナンスを怠ると歯周病

原菌が増殖して歯周ポケットは深くなり歯周

病は再発します。歯周病は容易に再発する

病気です。定期的に歯科医院でメインテナン

スを受け、お口の健康を維持しましょう。 

●メインテナンスはどのようなことをするの？ 

歯周精密検査から歯みがきチェック、咬み合

わせやむし歯のチェック、歯石除去、場合によ

っては歯周外科治療まで、歯周治療の流れと

同じです。歯石除去では PMTC(専門家によ

る徹底した歯面清掃 により、専用の機器とフ

ッ化物入り研磨剤を使用して、セルフケアでは

行き届かない部位を中心にすべての歯面の清

掃と研磨を行い、お口を歯周病になりにくい環

境に整えます。 

●メインテナンスを受ける間隔はどのくらい？ 

歯周病の重症度や歯みがきの状態によって違

うので歯科医師と相談して決めます。一般的

には、半年に１度、治療前の状態が悪かった

人や歯みがきが上手でない人は 1～3 ヶ月ご

とに受けるとよいでしょう。 

歯周病になりやすい人は？ 

30 歳以上の約 8 割がかかっていると言われ

ている歯周病。歯の周囲に付着するプラーク

に含まれる歯周病原菌が直接の原因ですの

で、歯みがきが不十分な人、うまくできない人

に起こりやすくなります。その他に・喫煙者・糖

尿病患者・妊婦・中年期以降の人も歯周病

になりやすいので注意が必要です。 

タバコと歯周病の関係 

前述しているように、喫煙者は非喫煙者と比

べ歯周病になりやすく、悪化しやすいことがわ

かっています。喫煙者の歯ぐきは、タバコの有

害物質によって血管が収縮して血流量が減

少しているので、歯ぐきに十分な酸素が行き

渡らず、歯周ポケットの中は歯周病原菌が増

殖しやすい環境です。また、血行不良により

歯ぐきの腫れや出血が現れにくく重症になるま

で歯周病に気づくことができません。 

さらに、歯ぐきの血流量の減少は酸素も栄養

も不足状態になるので、傷を治そうとする働き 

まで弱めてしまい歯周病の治療をしても治り 

にくくなります。しかし、禁煙すると細胞の働きが高

まり、歯ぐきの状態が回復するため歯周治療の効

果が上がることがわかっています。ある程度進行し

た歯周病であっても禁煙は有効ですので、禁煙を

始めるのに遅いということはありません。喫煙者の

歯周治療には禁煙が必要です。 

お口の健康は 

全身の健康と関連している 

●糖尿病との関連：歯周病は糖尿病の合併

症として知られていますが、歯周病の治療を行う

ことで血糖コントロールを示す HbA1c の改善の

可能性があることがわかっています。糖尿病患者

に対して歯周治療を行うことは、歯周病だけでは

なく糖尿病のコントロールにも有効であると考えら

れています。 

●高齢者の口腔機能低下との関連：高齢者

が歯周病やむし歯によって多くの歯を失うと、咀嚼
そ し ゃ く

や嚥下
え ん げ

といった口腔機能が低下して食生活に支

障をきたし栄養が十分摂れなくなります。高齢者

の低栄養はサルコペニアやロコモティブシンドローム

につながり要介護リスクを高めます。 

歯周病はその他にも、骨粗しょう症、早産・低

体重児出産、呼吸器疾患、慢性腎臓病、

動脈硬化などさまざまな全身疾患との関連が

あると考えられています。 

歯周病を治療して口腔

の健康を維持すること

は、全身の健康維持に 

とっても重要なことといえるでしょう 

3g×90 包 

税込価格14,580円 

ニワナで血流改善 

SOD 様食品「ニワナ」は、増えすぎた活性酸

素を取り除く作用をもつ酵素「SOD」と同じよ

うな働きをする健康食品です。血管に付着し

た過酸化脂質を取り除き血流を良くします。 




